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今、医療の領域にも、健康によいと期待して用いられている多種多様な食品が入り込んでいます。

これらの食品に関する情報や商品の供給・利用は、営利目的そのものから、民間療法、統合医療・代

替医療までの広範囲にわたり、しばしば健康被害や薬機法違反が報じられております。このような状

況下で、薬剤師等は薬の専門家として確かな医薬品情報の提供はもちろんのこと、健康食品について

も否応なしに「科学的な裏付けのある適切な情報提供」が求められています。薬と食品の相互作用や、

食品の摂取に関わる服薬指導のあり方についての資料の充実が望まれており、薬剤師等が緊急に研修

すべき課題ではないかと思われます。ふぁるま・ねっと・みやぎが13年間に蓄積してきた資料を基に

専門家としての知識を共有したいと考え、本セミナーを企画しました。ぜひご参加ください。

主催：特定非営利活動法人ふぁるま・ねっと・みやぎ 後援：（一社）宮城県薬剤師会

対象：薬剤師、登録販売者 協賛：薬の杜ふぁるま明日可薬局

会場：薬の杜ふぁるま明日可薬局 仙台市青葉区大町１丁目１－５ グレイス大町２F

定員：１５名（先着順）

参加費：ふぁるま・ねっと・みやぎ会員：１回につき 3,000円、２回分一括 5,000円

非会員：1回につき 5,000円、２回分一括 9,000円（当日入会の方は3,000円）

日 時 テーマ 内 容 講 師

第1回 A.13:00～14:30 ・歴史 戸田紘子

4月9日（日） 「健康食品」の変遷と現況 ・日本の制度と区分

13:00～17:00 ・現状を巡る問題

B.14:30～16:00 ・食品としての安全性と有効性 戸田紘子

健康食品情報の信頼性と ・エビデンスのレベルと広告

エビデンスのレベル ・消費者の誤認と被害

C.16:00～17:00 ・事例を基に、専門家としての視点から 金田早苗

事例検討と評価（１）検討会 「評価」を探る 戸田紘子

・消費者（患者）への伝え方を研究する

第2回 D.13:00～14:30 ・相互作用の起こりうる素材の把握 金田早苗

5月14日（日） 薬と食品の相互作用 ・食品における表示

13:00～17:00 E.14:30～16:00 ・専門家としての立ち位置 金田早苗

専門家が伝える健康食品情報 ・専門家としてのファクトチェック

・事実をどう伝えるか

F.16:00～17:00 ・服薬指導における情報提供 戸田紘子

事例検討と評価（２）検討会 ・持参薬チェック時における指導 金田早苗

＊地下鉄東西線「青葉通一番町」駅より徒歩１分

＊地下鉄南北線「広瀬通」駅より徒歩８分

＊市営バス「晩翠草堂前」バス停より徒歩１分

（NTT東日本ビル向かい）

特定非営利活動法人ふぁるま・ねっと・みやぎ

仙台市青葉区大町１丁目１－５ グレイス大町２F

Tel & Fax; 022-393-7119

e-mail： pharm-nm@fj8.so-net.ne.jp

http://www.pharm-nm.org/
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以下の通り申し込みます（参加希望日に○）

第1回 氏名： ［ 薬剤師 登録販売者 ］

4月9日（日）

第2回 住所：

5月14日（日）

電話（連絡）：

e-mail：

備考

※先着15名とさせていただきます

申込先 特定非営利活動法人ふぁるま・ねっと・みやぎ

Fax送信先; 022-393-7119


